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研究成果の概要（和文）： 

 冬眠状態は G0の概念から Cancer stem cell と似たような性質であると考え、胆道癌の細胞

株 TFK-1、HuCCT1用いて、Cancer stem cellのマーカーCD133，CD44，EpCAM）を用いて解析す

ることとした。各種抗体の単染色および二重染色で、陽性・陰性分画を比較し、さらにマウス

に移植した結果、胆管癌において CD133 は Cancer stem cell と似たような性質であることが

わかり、冬眠、細胞静止状態のマーカーとなることが示唆された。 

 

研究成果の概要（英文）： 

Hibernating state is considered to be similar as Cancer stem cell from the concept of 

G0, using TFK-1, HuCCT1 biliary tract cancer cell lines. We analyzed using CD133, CD44, 

EpCAM of Cancer stem cell markers. CD133 in bile duct cancer is suggested as a marker 

of hibernating state. 
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１．研究開始当初の背景 

転移性肝癌に対して、強力な化学療法を行

えば脂肪肝や blue liver など副作用により

治療困難になる場合が増えている。 

 

２．研究の目的 

 正常細胞に冬眠状態に誘導することによ

り細胞静止状態となり、正常細胞が各種抗癌

剤耐性となることと、冬眠誘導されない癌細

胞が特異的に抗腫瘍効果を誘導できるとい

う考えのもと、転移性肝癌に対する新規治療

を開発することを考案した。本研究では非冬

眠動物の肝臓での冬眠状態が Cancer stem 

cell の G0 期と似ていると考え、まず胆管癌

細胞株にて Cancer stem cell 様細胞をを証

明することを目的とする。 

 

３．研究の方法 

 抗癌剤耐性と細胞静止状態は Cancer stem 

cell と似たような性質であり、胆道癌の細

胞株 TFK-1、HuCCT1用いて、Cancer stem cell

のマーカーを用いて解析し、分離された分画

ごとにマウスに移植し増殖率を検討。また、

分離された分画ごとに薬剤感受性検査を行

い、薬剤耐性の有無について検討した。 

 

４．研究成果 

  

 

 

 

 

 

 

 



Figure 1つづき 

  

Table 1. 

 

 CD133 CD44 EpCAM 

HuCCT1 45.9 29.1 82.7 

TFK1 2.6 4.0 69.1 

YSCCC 10.7 5.4 17.4 

IHGGK 1.7 2.6 88.4 

Huh28 0.5 66.0 1.4 

TKKK 0.4 0.5 96.4 

TGBC24TKB 0.5 1.5 28.7 

TGBC1TKB 2.3 3.0 85.7 

TGBC2TKB 0.6 24.5 3.3 

TGBC14TKB 2.1 9.5 88.4 

TGBC18TKB 1.4 89.8 36.1 

TGBC50TKB 0.5 29.3 12.2 

TGBC51TKB 0.5 45.9 10.9 

TGBC52TKB 0.7 53.1 18.2 

  

胆道癌細胞株について表面マーカー（CD133，

CD44，EpCAM）を用いて検討した結果、細胞

株 HuCCT1（CD133 陽性率 45～60%）、TFK1

（CD133 1~2%） であることが分かった

（Figure 1 and Table1）。 

 



 

 

 

各種抗体の単染色および二重染色で、陽性・

陰性分画を比較し、HuCCT1で特に CD133陽性

分画の腫瘍増殖能力が高かった。 

以上より、CD133 は Cancer stem cell と似

たような性質であることがわかり、冬眠、細

胞静止状態のマーカーとなることが示唆さ

れた。 
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